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恋の予感 

平成最後の年越し、あなたはどのように過

ごされましたか？新しい元号は何になるのだ

ろうかと、私の周りでもあれこれ予想を立て

て盛り上がっている人たちがいます。 

何気ない日常に新しい名前がつけられる

と、自分自身も変われるような気がして、新

たに何かを始めてみようとか、どこかへ出か

けてみようなどと、しばらくは張り切ってみ

るのですが、平和な日々を積み重ねるうちに

緊張感は安定し、またもとの日常に戻ってし

まうのでしょう。 

 カウンセラーという仕事は、実は、意外な

ほどに恋愛についてのお話をうかがいます。

その内容も実に様々。中高生たちが「片思い

の相手にどのように告白をしたら良いか」と

モジモジされている姿を私もハラハラ見守っ

たり、「もう限界です」というご夫婦の離婚

の話し合いに、いつの間にか私も挟まってい

たり･･･。 

様々な恋愛の形があり、その始まりにも、

終わりにもいろいろなドラマがあります。 

「なぜ、人は人を求めないではいられないの

ですか」と、先日、二十代の女性から質問さ

れました。「ずっと一人で居られるなら、も

う傷つかずに済むのに…」というその方のつ

ぶやきに、その通りだと頷くばかりの私。 

 

 

彼女のようなまじめで優しい人が、こんな

に何度も傷ついて苦しむのならば、もう誰と

も関わらなくていいのにと思ってしまうので

す。 

しかし、きっと彼女はまた誰かを好きにな

り、愛されることにすべてを差し出し、とき

めきの日々が穏やかな日へと落ち着いていく

中で、いつの間にかまた孤独になってしまう

のでしょう。カウンセリングというものは、

時に、同じ映画を繰り返し観続けるような仕

事です。主役である相談者の物語に、観客で

しかないカウンセラーはただただ無力です。 

頭で考えていることと、自分でも制御でき

ない気持ちの湧き上がりとの葛藤の摩擦は、

どんなに賢い人のこころにも嵐を巻き起こり

ます。それは恋ごころを舞い上がらせるよう

な花の嵐であったり、燃え上がる思いに激し

く注ぐ夏のスコールの様であったりもしま

す。 

そんな風になっている時の『こころ』に

は、ありきたりなアドバイスや、常識的な忠

告など、まったく通用しないどころか、火に

油を注いでしまうということをカウンセラー

は何度も味わっています。 

 そして、そのように何度も同じワダチを踏

み、何度も何度も同じ道の、それもまったく

同じ落とし穴に落ちてしまう…その繰り返し

が、『自分自身と向き合うための作業』のひ

とつであることを、ベテランのカウンセラー

たちはよくわかっています。
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思考と感情のすれ違い…すなわち「わかっ

ちゃいるけど、やめられない」ということの

本質に気づくことができれば、こころは大き

く進化をします。もう、あらゆる修行はその

ためにあると言っても良いくらいです。 

…と言っても、これは経験した者にしか実感

できませんし、自分の経験をどれだけ丁寧に

伝えたとしても、その人ご本人が痛みと喜び

を以って経験されていないことには、まるで

ピンとは来ないようにできているみたいで

す。 

 臨床心理学というものが、どんなに偉い先

生にレクチャーを受けても、表面しか掴めな

いことも同じ理由です。あるいは、全然、心

理学など勉強をしたことがない人が、ご自身

の人生経験からプロ以上に臨床心理について

理解されているということにも当てはまりま

す。 

 人は頭で考えている通りに、理想に向かっ

て生きているように見えて、無意識に反対の

方向に進んでしまう時があります。特に恋愛

関係においては、意思や思考などがあまり役

には立たないどころか、邪魔をしてしまうこ

とがあります。 

ただし、自分の欲求や願望、衝動や感性など

について、じっくりと見つめて来られた人は

例外です。『さみしさ』というものの扱い方

をよくご存知だからです。 

 

 

「さみしい」という言葉ほど、使う人によっ

てその様相が異なるものもないでしょう。

『暇』や『退屈』のことを「さみしい」と仰

る人もよく見かけます。若い人に多いです。

一人ぼっちで過ごすことよりも、気持ちの通

じ合えない恋人や友人との時間のほうがもっ

と「さみしい」と訴える人もいます。 

 カウンセリングでは、恋愛相談の中でも、

この「さみしさ」が重要なテーマになりま

す。この場合、「さみしさ」は質を重要視し

ます。 

「ただ、イベントを誰かと過ごしたい」と

か、「性交渉の相手を探しているだけ」とい

う場合、または、「世間体のために異性のパ

ートナーがほしい」などというケースは除外

します。 

 人間は、どうしても人間を必要とするよう

に出来ています。このことは理屈は役に立ち

ません。圧倒的な事実としか言いようがあり

ません。しいて言えば、「自分に足りないも

のがある」と『こころの深い部分』が感じて

いるからです。さらに言えば、自分が不完全

であるということを受け入れることができれ

ば、人は『本当の自信』を手に入れることが

できます。自身の不完全さと誰かの不完全さ

を互いに認め合えて支えあえれば人は幸せに

なれると、おそらく、あらゆる賢人の教えで

繰り返し言われていることなのですが、これ

がなかなか難しい…。 
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私なども生きている間に実践できるかどう

か。 

 これの対極にあるのが、『自分の不完全さ

を誰かのせいにする』という姿勢です。私の

カウンセリングの３、４割では「親のせいで

こうなった」ということがテーマになりま

す。子どもの立場から親を見ているならば

「親のせい」は正解だと思います。圧倒的に

親のほうが強く、賢く、子どもを支配できる

のですから。しかし、子どもの立場からの自

立を求めた時から、自分のことはすべて「自

分のせい」にしなくては、先へ進まれなくな

ってしまいます。「親のせい」にしている限

りは、親の反応や変化を待ち続けることにな

るからです。 

 それが面倒臭くなったときに、人は家の外

へと関係を求めます。学校の先生や友人、職

場の先輩や後輩、様々な相手のせいにして文

句を言っていると、自分自身の問題からは目

をそむけていられます。しかし、学校や職場

は辞めて去ることもできます。または辞めさ

せられてしまうことも有り得ます。そう。人

は人間関係が面倒ならば究極は逃げれば済む

のです。 

 それなのに、結婚をするとか、家庭を作る

など、わざわざ逃げられなくなるような状況

を自ら構築してしまうのか…。それは、どん

なに誰かのせいにして、どれだけの人から逃

げ延びても、「自分自身からは逃げられな

い」ということを無意識にわかっているから

なのかも知れません。 

逆に、「逃げずに向き合ってくれること」を

パートナーに求めているという見方もできま

す。 そのようにして、様々なカップルが、

相手へ向けていたはずの目で、実際には、ご

自分自身をみつめていたということを、カウ

ンセリングで扱う機会が増えています。 

そんな中で、近ごろ気になるのは、発達障

害の診断を受けられている人の恋愛です。コ

ミュニケーションが得意ではなく、他者に興

味がないと言われていた人たちも、やはり、

一人では居られず、パートナーを必要とし、

結婚をされたり、家庭を持たれるのですが…

色々と特徴的なご相談が増えている気がしま

す。 

 発達の問題を抱えていらっしゃる方がすべ

てそうではありません。ご自分の言動が相手

にどのように受け取られているかを把握しづ

らい人、もっと言えば、ご自分が相手を傷つ

けていることにピンと来ない人が、パートナ

ーのこころを苦しめ、心身に不調を来たすほ

どの状態にまで追い詰めてしまわれているこ

とがあります。職場で、ご自分は困っていな

いけれど、その人の言動に周囲が振り回され

て苦しんでおられる状況に似ています。職場

の場合は仲間同士で共有したり、上長に相談

されたりすることも出来るかもしれません。

しかし、恋人やご夫婦は一対一の関係ですの

で、誰にも言えず、また、言えたとしても、

相手にされないか、気を遣われてしまい、誰

にも介入されないままで孤独に病まれてしま

うことがあるのです 
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うつ病ではないかと、医療機関を受診され、

私たちがお話をうかがってみるとパートナー

に対して献身的になられすぎたためにご自身

のバランスを崩してしまわれていたという人

に出会うことが増えてきました。俗に言う

【カサンドラ症候群】です。 

ギリシャ神話に登場する悲劇の女性。神に愛

され、予知能力を与えられるも神に捨てられ

る未来を知り、よそよそしくなったことを咎

められて「誰にも信じてもらえない」という

呪いを掛けられてしまう…。その結果、予知

する不幸な出来事を誰にも信じてもらえず孤

独の中に落ちていくという可愛そうな女性の

逸話からそのように名づけられています。正

式な診断基準などのある病名ではありません

が、このような名称が出来るほど多くの人が

そのような状況に苦しまれているようです。 

苦しまれている人の多くが、女性であること

も神話のカサンドラになぞらえられた理由の

ひとつでしょう。 

こうした女性たちとのカウンセリングを長く

続けていると、その人の持つ、何かしらの

「さみしさ」のテーマが浮き彫りになってく

ることがあり、パートナーとの問題が改善に

向かう過程と、ご自身が抱えていらした問題

の理解とが同時進行で進んでいくのを目の当

たりにすると、ここにも恋愛というものを通

じて向き合われる『自分自身』があります。 

恋愛とは、甘くも切なくも、楽しく苦しく、

時に命がけで、大変な作業だと思ってしまい

ます。

ご相談にいらしている方から「恋の予感が

…」などとお聴きすると、内心、ヒヤッとし

ている私が居ます。  
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